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図１ 補強盛土一体橋梁の構造 

 

図２ 振動実験の様子 

表１ 起振力と振動数 
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図４ 加速度波形図，周波数解析結果 
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補強盛土一体橋梁の振動実験 
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１．はじめに  

新橋梁の構築技術の開発を目的として，インテグラ

ル橋梁の背面を盛土補強材で補強した補強盛土一体橋

梁を提案している．これまで，補強盛土一体橋梁の模

型実験による耐震性確認 1)，図 1 に示す橋長 14.75m，

壁高 5.55m，幅員 3.0m の実物大規模の施工性確認およ

び気温の季節変動による挙動確認 2),3)を実施してきた．

また，実大試験橋梁の背面盛土は，左右異なる材料の

挙動を確認する目的として南側をセメント改良アプロ

ーチブロック，北側を粒度調整砕石アプローチブロッ

クの構造としている． 

本研究では，補強盛土一体橋梁に対し，実大試験橋

梁の応答特性と補強材の応答特性を把握するため，活

荷重を模擬した鉛直方向の振動実験を実施した．図 2

に実験状況を示す．  

２．実験概要 

振動実験は，上床版のスパン中央部に固定した大型

の起振機（重量 55kN，起振力±20kN，最大振動数 30Hz）

により鉛直方向の正弦波強制加振を行った．計測は，

図 3 に示す位置の加速度および補強材ひずみとした． 

ここで，予め実物大試験橋梁の共振時の応答特性を

把握するため，振動数を漸増させることが可能な小型

の起振機（起振力±0.35kN）を用いて固有振動数を求

めた． 

その結果，１次共振点での振動数は 13.4Hz であった

（図 4）．従って，大型の起振機試験では，5Hz から 30Hz

までの 6 ステップに 1 次共振点（振動数 13.4Hz）を含

めた合計 7 ステップ（表 1）の振動実験を行った． 
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図３ 計測位置図 
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３．振動実験の結果 

①１次共振点における応答起振力 

１次共振点における上床版中央部の応答起振力を算定する

ために大型起振機（55kN）を用いた静的載荷試験の変位量

（0.19mm）と振動試験で得られた加速度を積分した変位量を

補間し応答起振力を算定した．その結果を図 5 に示す．１次共

振点（振動数 13.4Hz）の変位量は 0.24mm を示し，応答起振力

は約 70kN となり設定起振力（20kN）の 3.5 倍相当であった． 

②補強盛土一体橋梁の応答特性 

盛土補強材で補強した補強盛土一体橋梁の応答特性を把握

するため，上床版中央部と側壁部に設置した加速度振幅と振動

数の関係を図 6 に示す．この結果，起振力の大小に関係なく小

型起振機と同様の共振点が確認された他，各振動数に対して起

振力が直接作用する上床版中央部の振幅と盛土補強材で一体

化した側壁部の振幅に差があることが確認された．上床版中央

部と側壁部の振幅の比αを減衰効果として図 7 に示す．側壁部

の振幅は，約 1/3 程度まで小さくなることが確認された． 

③補強材の応答特性 

補強材張力と振動数の関係を図 8 に示す．補強材張力の計測

は，図 8 に示すように側壁背面から 50 ㎝の位置であり，アプ

ローチブロック内の補強材張力となっている．背面盛土に粒度

調整砕石を用いた場合，補強材に張力が伝達していることが確

認されるが，セメント改良側では補強材張力がほとんど確認さ

れていない．これは粒度調整砕石側に敷設された補強材は，セ

メント改良側に比べ拘束効果が弱いため，補強材全体に張力が

伝達したと考えられる．一方，セメント改良土内部に敷設され

た補強材は，拘束力が大きいため今回の荷重レベルでは改良土

内まで張力が伝達されなかったものと考えられる． 

４．おわりに 

振動実験の結果，粒度調整砕石側の補強材が応答しているこ

とから，橋梁と背面盛土の一体性が確認された．補強材を介し

て補強土体と橋梁が一体化していることから，補強盛土一体橋

梁の側壁部の応答加速度は，桁中央部の入力加速度に対し，減

衰が大きいことを確認した． 
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図５ 桁中央部の変位量と応答起振力の関係 

図６ 実大試験橋梁の振幅と振動数の関係 

図７ 側壁部のαと振動数の関係 

図８補強材張力と振動数の関係 
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